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［特集］�
●より便利に、より身近に�
　　　　　情報をお届けします�

春の準備を整えて�
りんご並木の剪定作業が、�

雪の残る１月31日行われました。�
剪定、切り口への薬剤塗布、整地作業。�

春はもうすぐそこまで来ています。�

飯田市の人口（2/1現在）■人口＝106,613人（前月比－36）男51,155人女55,458人  ■世帯＝35,257戸（前月比－15）�



防災無線�

　平成13年10月15日開局した民間のコミ

ュニティＦＭラジオ放送局「いいだＦＭ　ｉ（あ

い）ステーション」。�

　コミュニティ（日常生活圏）ＦＭとは、１つの

自治体をカバーする程度の、小さめの出力を

備えた地域密着型ＦＭラジオ放送局です。�

　市では、メリットの多いこの新しい情報媒

体を、積極的に活用します。4月からは、この

放送の一部時間枠を買い取り、「お知らせ」

や「制作番組」を放送します。�

※番組表は、15日号の「広報いいだ」に掲　

載の予定です。�

　市では、情報化時代への対策の一つとして、全市

ケーブル網の敷設を計画し、その活用を考えています。�

　ケーブルテレビ会社が主体となり、現在対象地域

の拡大と、光ケーブルへの敷設替えを行っています。�

　これにより、次世代のデジタルテレビ放送や、�

双方向通信にも対応した、高度な情報網ができ�

ます。�

　市のホームページを見ていただくと、

最新の情報が盛りだくさん。�

　各部署ごとのホームページや、市政

ガイド、広報いいだのバックナンバーを

見ることも出来ます。�

　ホームページアドレス�
　http://www.city.iida.nagano.jp/

■問合せ　企画部　秘書広報課�
　　　　　1（22）4511　内線2124

緊急時に放送します。�

ＦＭ放送は電波。だからラジオがあ

れば屋外でも聞くことが出来ます。�

たとえば、移動中の車中でも情報

を得ることができ、万が一の災害の

場合も安全な行動の助けとなります。�

ただし、電波であるが故に、山の陰

などでは聞こえない場合もあります。�



携帯電話やインターネット、テレビも衛星放送や
デジタル放送と、私たちの身の回りの情報媒体は、
めまぐるしく進化、多様化しています。�
市からの行政情報は、これまで「広報いいだ」や

オフトーク放送を中心に発信してまいりましたが、
より便利に、より身近に情報をお届けできるよう、
新しい取り組みを進めています。�
今回の特集では、今後市内に広がる行政情報媒

体を紹介します。�
オフトーク放送�

放送開始10年を迎えます。�

地域情報の中核として、皆さんにご利用いた

だいてきましたが、施設の老朽化などの理由から、

今後一部放送内容を変更します。�

平成14年4月からは、オフトーク独自制作番

組の放送を、平成15年4月には地区別のお知ら

せ放送を、それぞれ廃止します。�

しかし、全市向けのお知らせ放送や議会中継

はこれまで通り継続します。また、4チャンネル

では、4月から新たにコミュニティＦＭ放送を聞く

ことが出来るようにします。�

活字や音声ばかりでなく、ケーブル網の全市展開に

合わせ、テレビ映像を用いた情報発信にも取り組んで

いきます。�

また、テレビ放送

ばかりでなく、常時

接続の高速インタ

ーネットも可能とな

ります。�

コミュニティＦＭ局は

基本的に生放送。24時

間放送します。新鮮な

話題提供が魅力です。�

上郷地区有線放送電話事業�

上郷地区の有線放送電話事業は、地

域の情報媒体として長年にわたりご利用

いただきましたが、施設の老朽化や電話

部門の利用減少から、平成14年3月末

に電話事業を、平成15年3月末で事業

のすべてを終了します。�

なお、有線放送電話事業は終了します

が、媒体として使用してきたケーブルテ

レビは、そのまま市の情報発信の重要な

一角として引き継いでいきます。�

テレホン市政ガイド�
音声やファクスによる市政

の案内を行っています。今後

内容を見直し、地域ごとの情

報媒体としても活用できるよう、

検討を進めています。�

ダイヤルは�

76.376.3
ＭＨｚ�



　2月17日、飯田市公民館にて開催。�

　社会教育功労者表彰から始まり、

「公民館活動を見直す」シンポジウム、

地区の事例発表や異文化の共生につ

いて考える分科会などを行いました。�

　全国でも、特色ある委員会制度や、

公民館事業に誇りを持ちながら、地域を

見つめる良い機会となりました。�

　2月16日勤労者福祉センターで開催

しました。峰竜太氏の故郷に寄せる想

いを語った講演会や、林産品の展示・

即売などに約900人が訪れました。木工

体験に人気が集まる一方、圧縮木材の

利用や、環境にやさしいペレットストーブ

など、新しい森との関わり方に、高い関

心が寄せられていました。�

森の恵みに感謝と関心を�
森林の感謝祭2002

21世紀の豊かな�
地域づくりを考える�

飯田市公民館大会�

も　り�

木のスタンド作りに挑戦�



　2月7日鼎文化センターで開催。下農生徒2人の体

験発表や、島村菜津氏の講演、鼎談が行われ、地域

の食文化の大切さ、農とのつながり、そして教育につい

て建設的な意見が交わされました。�

　2月6日、信州飯田ふるさと会連合会と飯田観光協

会との懇談会を開催。ふるさと飯田に対しての、さまざ

まなアイデアやユニークな提案で会場は盛り上がりまし

た。翌日は市内視察や五平餅づくりを行いました。�

農業シンポジウムいいだ2002�

地域の食文化を見直す�
観光を考える会�

魅力ある飯田をめざして�

　今年で24回目を迎えた伊勢市との中

学生交流会は、1月26日から28日の3日

間行いました。伊勢市から9校の代表

36人を、緑ヶ丘中学校の生徒が迎え、

意見交換会や人形劇鑑賞、そして水引

工芸やスキーなどの体験を通じて交流

を深めました。折しも滞在中に積もった

雪は、伊勢市の生徒にとって新鮮な体

験。飯田の冬の暮らしと仲間との交流

が、楽しい思い出となるでしょう。�

飯田の冬と文化を体験�
伊勢市との中学生交流�

しま むら　な　　つ�
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た
ば
こ
と
肺
が
ん
の
関
係
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
１

日
の
喫
煙
本
数
が
多
い
ほ
ど
、

喫
煙
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
喫
煙

を
開
始
す
る
年
齢
が
早
い
ほ
ど
、

肺
が
ん
で
死
亡
す
る
危
険
が
高

く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
１
日

の
喫
煙
本
数
が
２０
〜
２９
本
の
人

の
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク

は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
約

５
倍
、
５０
本
以
上
の
人
は
約
１５

倍
に
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
喫
煙
は
動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
る
た
め
脳
梗
塞
、
心

筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
の
危
険

が
高
く
な
り
、
高
血
圧
や
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
の
人
に
は
憎
悪

因
子
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
喫

煙
に
よ
る
健
康
障
害
に
は
、
の

ど
・
食
道
・
胃
・
肝
臓
・
膀
胱

な
ど
の
が
ん
、
慢
性
の
肺
疾
患
、

胃
炎
、
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
、
歯

周
病
な
ど
多
く
の
病
気
が
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
１
年
間
に
約

１０
万
人
も
の
人
が
た
ば
こ
に
関

係
す
る
病
気
で
死
亡
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
た
ば
こ
に
は
２
０
０
種
類
以

上
の
有
害
化
学
物
質
（
約
４０
種

類
は
発
が
ん
物
質
）
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
た
ば
こ
を
止
め

に
く
い
原
因
は
、
た
ば
こ
に
含

ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
に
強
い
依
存

性
が
あ
り
、
止
め
よ
う
と
す
る

と
離
脱
症
状
（
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
）

が
出
る
た
め
で
す
。
し
か
し
最

近
は
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ

ン
パ
ッ
チ
（
体
に
貼
る
シ
ー
ル
）

を
利
用
し
た
ニ
コ
チ
ン
代
替
療

法
に
よ
り
離
脱
症
状
が
軽
く
な

り
た
ば
こ
を
止
め
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
禁
煙
す
れ
ば
肺
が

ん
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
死
亡
リ

ス
ク
は
下
が
り
ま
す
。�

　
そ
ろ
そ
ろ
い
か
が
で
す
か
？�

高松分院　内科�
池田　修平 医師�

現
代
版�

現
代
版�

塩
分
の
と
り
す
ぎ
は
、血
圧
に
対
し
て
、血
流
量
が
増
え
る
こ
と
、血
管
が
収
縮

す
る
こ
と
で
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
�

お
い
し
い
と
感
じ
る
味
は
か
な
り
習
慣
的
な
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
薄

味
で
育
つ
の
が
理
想
的
で
す
。
ま
た
、塩
辛
い
も
の
を
食
べ
る
回
数
を
減
ら
し

た
り
、腎
臓
か
ら
の
塩
分
の
排
泄
を
助
け
る
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、食
物
繊

維
も
豊
富
な
野
菜
や
果
物
を
こ
ま
め
に
と
る
な
ど
、日
々
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
止
め
て
み
ま
せ
ん
か
？�

　民生・児童委員は民生委員法によ
り、県知事の推薦により厚生労働大
臣から委嘱されます。任期は、平成13
年12月１日から平成16年11月30日ま
での3年間です。�
　地区担当の民生・児童委員は4人
増の184人、主任児童委員は3人増
の22人です。�
　社会奉仕の精神を持って、地域の
身近な支援者として、活動しています
ので、お気軽にご相談ください。�
　なお、民生・児童委員の主な活動
は、右のとおりです。�

�

民生委員・児童委員が�
改選されました�

�

社会調査の�
はたらき�

担当区域内の住民の実態や
福祉需要を日常的に把握し
ます。�

住民が抱える問題について、
相手の立場に立ち、親身にな
って相談にのります。�

社会福祉の制度やサービス
について、その内容や、情報
を的確に提供します。�

必要な福祉サービスが得られ
るよう、関係機関等に連絡す
るなどパイプの役割をつとめ
ます。�

適切なサービスの提供がはか
られるように支援します。�

住民の求める生活支援活動
を自ら行い、支援体制をつくり、
地域福祉を推進していきます。�

相談の�
はたらき�

情報提供の�
はたらき�

連絡通報の�
はたらき�

調整の�
はたらき�

生活支援の�
はたらき�

■問合せ　福祉課　生活福祉係　内線5316
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日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
、�

「
広
報
い
い
だ
」
の
感
想
な
ど
、広
報
広
聴
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

僕
の
将
来�

　
飯
田
市
女
性
行
動
計
画
が
平

成
５
年
に
策
定
さ
れ
て
以
後
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

目
指
し
て
、
市
民
の
つ
ど
い
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年

で
７
回
目
に
な
り
ま
す
。
私
は

そ
れ
に
何
ら
か
の
形
で
毎
年
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。�

　「
い
ま
輝
い
て
女
と
男
」
を
テ

ー
マ
に
し
て
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
毎
年

改
め
て
選
び
、
講
演
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
寸
劇
等
で
男
女
共
同

参
画
の
主
旨
が
伝
わ
る
よ
う
に
、

皆
で
工
夫
し
な
が
ら
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
市
民
総
参
加

の
理
想
の
形
で
一
般
公
募
や
各

団
体
へ
呼
び
か
け
、
男
性
も
多

く
加
わ
っ
た
実
行
委
員
会
組
織

が
出
来
て
、
企
画
運
営
を
し
て

お
り
ま
す
。�

　
私
は
、女
性
の
地
位
向
上
や
プ

ラ
ン
の
学
習
を
す
る
中
で
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
い
う
こ
と
を
知
り
、家
庭

内
に
も
、日
頃
の
生
活
の
中
に
も
、

い
ろ
い
ろ
と
矛
盾
が
あ
る
こ
と
が
解

っ
て
き
ま
し
た
。男
女
が
対
等
な

立
場
で
共
に
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

支
え
合
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り

の
意
識
改
革
を
望
み
な
が
ら
、一

市
民
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。�

　
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

も
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。�

千
代
環
境
保
全
推
進
協
議
会�

参
加
団
体
紹
介�

西
村
裕
太
さ
ん（
三
穂
小
６
年
）�

　
私
た
ち
の
会
で
は
、
自
然

豊
か
な
千
代
地
区
の
景
観
を

保
全
し
、
地
域
の
環
境
を
守

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動

と
し
て
は
、
千
代
小
学
校
の

児
童
が
育
て
た
花
の
苗
を
、

地
区
内
の
公
園
・
道
路
に
植

え
る
「
花
街

道
づ
く
り
」

や
、
河
川
の

水
生
生
物
調

査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、

地
域
環
境

セ
ミ
ナ
ー

と
題
し
た

学
習
会
を

開
催
し
た

り
、
よ
こ

ね
田
ん
ぼ

の
保
全
活
動
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
は
特
に
、
水
生

生
物
調
査
に
力
を
入
れ
、
河

川
の
水
質
状
況
を
研
究
し
、

今
後
の
河
川
環
境
と
水
質
改

善
に
役
立
て
て
い
く
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す�

連
絡
先
　
三
石
正
信
　

1（
5
9
）2
1
0
4

市
民
の
つ
ど
い
に�

　
　
　
　
か
か
わ
っ
て�

 

松
倉
か
つ
み
　
さ
ん�

わ
た
し
の�

　
ひ
と
こ
と�

わ
た
し
の�

　
ひ
と
こ
と�

ひ
と�

ひ
と�
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バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を�

廃
車
・
譲
渡
し
た
と
き
は�

　
原
付
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

の
税
金
は
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。�

　
廃
車
に
し
た
り
、
他
人
に
譲

っ
た
と
き
は
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
税
務
課
�

　
内
線
５
１
４
２
�

市
税
等
の
納
入
特
別
整
理�

に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

戦
没
者
特
別
弔
慰
金
の�

申
請
は
お
済
み
で
す
か�

　
今
月
を
市
税
等
の
「
納
入
特

別
月
間
」
と
し
て
、
滞
納
金
の

特
別
整
理
を
行
い
ま
す
。�

　
今
年
度
の
市
税
等
で
納
め
忘

れ
が
あ
る
方
は
、
３
月
末
日
ま

で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
と
な
る
税
金
な
ど
�

　
市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

　
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

　
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

　
上
下
水
道
料
金
、
介
護
保
険

　
料
普
通
徴
収
分
�

▼
そ
の
他
　
今
月
納
期
分
に
つ

　
い
て
は
、
お
早
め
に
納
入
を

　
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
口

　
座
振
替
の
方
は
、
残
高
の
確

　
認
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
納
税
課
　
管
理
係
�

　
内
線
５
１
５
１
�

　
第
７
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債

券
の
申
請
期
限
が
間
近
と
な
り

ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
者
　
戦
没
者
死
亡
当
時

　
の
三
親
等
内
親
族
で
、
次
の

　
要
件
を
満
た
す
方
�

○
第
６
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債

　
券
の
受
給
権
を
取
得
し
て
い

　
な
い
方
�

○
平
成
１１
年
４
月
１
日
現
在
、

　
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な

　
ど
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族

　
が
い
な
い
こ
と
�

▼
支
給
内
容
　
額
面
２４
万
円
�

　
６
年
償
還
の
記
名
国
債
�

▼
請
求
期
限
　
３
月
３１
日
ま
で
�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
内
線
５
３
７
２
�

平
成
１４
年
度�

各
種
検
診
の
申
し
込
み�

電
話
加
入
権
を�

公
売
し
ま
す�

下
水
道
を�

利
用
し
ま
し
ょ
う�

広
報
い
い
だ�

モ
ニ
タ
ー
募
集�

　
来
年
度
の
各
種
検
診
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
１

年
に
１
回
は
検
診
を
受
け
、
自

分
の
体
を
知
る
機
会
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。�

▼
実
施
期
間�

○
基
本
・
胃
・
大
腸
検
診�

　
　
　
　
　
　
　
５
月
〜
７
月�

○
子
宮
が
ん
検
診�

　
　
　
　
　
　
　
５
月
〜
１２
月�

○
乳
が
ん
検
診
　
４
月
〜
１２
月�

○
肺
が
ん
検
診
　
８
月
〜
９
月�

▼
申
込
方
法
　
各
戸
配
布
の
申

　
込
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
。�

▼
申
込
先
　
担
当
保
健
推
進
員

　
ま
た
は
、
市
役
所
支
所
・
保

　
健
セ
ン
タ
ー
保
健
婦
ま
で�

▼
申
込
期
限
　
３
月
１２
日
c�

▼
検
診
日
程
　
申
込
者
に
は
後

　
日
、
通
知
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
保
健
指

　
導
係
　
内
線
５
５
１
４�

　
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。�

▼
入
札
日
時
　
３
月
１９
日
c�

　
午
後
１
時
〜
１
時
１０
分
受
付�

▼
場
所
　
市
役
所
３
階�

　
３
０
３
号
会
議
室�

▼
持
ち
物�

　
印
鑑
、
免
許
証
な
ど
本
人
を

　
証
明
す
る
も
の
、
入
札
金�

▼
そ
の
他
　
本
人
以
外
が
参
加

　
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
。�

▼
問
合
せ
　
納
税
課
　
収
納
係�

　
内
線
５
１
５
６
・
５
１
５
８�

　
現
在
、
河
川
や
海
の
水
質
汚

染
が
進
ん
で
い
る
原
因
の
７０

％
が
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排

水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
が
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合

に
は
、
生
活
排
水
を
速
や
か
に

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
特
に
く
み
取
り
便
所
の
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
造
は
、供
用
開
始

後
３
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、排
水
設
備
工
事
は
専

門
知
識
と
高
い
技
術
を
持
っ
た

「
飯
田
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
公
共
下
水
道
等
が
利

用
で
き
な
い
場
合
に
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
下
水
道
課
　
内
線
５
２
８
９�

▼
募
集
人
員
　
１０
人�

▼
募
集
締
切
　
３
月
１５
日
f�

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
１
年
以

　
上
居
住
す
る
公
職
者
で
な
い
方�

▼
謝
礼
　
薄
謝
進
呈�

▼
任
期
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間�

▼
応
募
方
法
　
締
切
日
ま
で
に

　
電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ�

　
秘
書
広
報
課　
内
線
２
１
２
４�
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福
祉
医
療
で
次
の
表
の
対
象

者
の
う
ち
、
平
成
１２
年
中
の
所

得
税
が
非
課
税
に
な
ら
れ
た
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
申
請
手
続
き
を
し
、
認
定
さ

れ
ま
す
と
福
祉
医
療
費
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

対
象
の
方
は
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
方
法
�

　
保
険
証
、
口
座
振
込
の
わ
か

　
る
も
の
を
持
参
し
、
市
役
所

　
各
支
所
ま
た
は
保
健
課
で
手

　
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
医
療
給

　
付
係
　
内
線
　
５
５
２
５
�

福
祉
医
療
費
給
付�

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か�

　
7
飯
田
勤
労
者
共
済
会
で
は
、

中
小
企
業
に
働
く
事
業
主
と
従

業
員
の
福
利
厚
生
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

▼
主
な
事
業
内
容
�

○
共
済
給
付
事
業
　
お
祝
い
金
、

　
死
亡
弔
慰
金
、
傷
病
見
舞
金
、

　
住
宅
災
害
見
舞
金
な
ど
�

○
余
暇
活
動
事
業
　
バ
ス
旅
行
、

　
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
、
ワ

　
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
�

○
健
康
維
持
増
進
事
業
�

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
大
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

　
ペ
な
ど
�

▼
特
典
�

　
市
内
共
済
会
指
定
割
引
契
約

　
店
、
全
国
の
契
約
レ
ジ
ャ
ー

　
施
設
、
契
約
ホ
テ
ル
な
ど
で

　
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

▼
入
会
金
・
会
費
�

　
入
会
金
２
０
０
円
（
入
会
月
）�

　
会
費
　
３
０
０
円
（
月
額
）�

　
負
担
金
３
０
０
円
（
年
１
回
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
7
飯
田
勤
労
者
共
済
会
�

　
1（
５
２
）
６
５
６
６
�

飯
田
勤
労
者
共
済
会
に�

加
入
し
ま
せ
ん
か�
������

　
市
営
駐
車
場
の
駐
車
サ
ー
ビ

ス
券
（
１
０
０
円
券
）
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
伴
い
、
旧
駐
車
サ
ー

ビ
ス
券
（
上
部
の
黒
い
１
０
０

円
券
）
は
、
３
月
末
日
で
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

　
旧
カ
ー
ド
は
持
参
い
た
だ
け

れ
ば
、
い
つ
で
も
新
し
い
カ
ー

ド
と
交
換
い
た
し
ま
す
。�

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

※
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
駐
車

　
券
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
交
換
先
・
問
合
せ�

　
交
通
防
災
課
　
内
線
２
４
３
３�

市
営
駐
車
場
の�

駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
更
新�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�

22-0416

3月 4日b◆11日b�
　◆18日b◆22日f�
◆25日b　　　　　�

66歳～69歳の方�

4歳～小学校入学前の幼児�

所得税非課税世帯�

所得税非課税世帯�

対　象　者� 所得要件�

※所得税非課税世帯とは世帯全員が年末調整後の
　源泉徴収税額がない方、確定申告で所得税がな
　い方または市民税の申告書で申告した方です。�

［所得制限のある対象者］�

①今まで通り診察を受け、会計をしていただきます。�
②薬の名前が書いてある紙（処方箋）を受け取ります。�
③病院に設置してありますＦＡＸで、かかりつけ薬局に処方箋を
　送付します。（担当者がいます）�
④かかりつけ薬局に行き、薬を受け取り会計をします。�
※事前に自分のかかりつけ薬局を決めておくことをお勧めします。�

■問合せ　飯田市立病院　1（21）1255

4月から、飯田市立病院で外来受診された患者さんのお薬は、全て薬局での受け取り

とさせていただきます。�

この制度は、医薬品の適正使用が進むこと、例えば「かかりつけ薬局」を持つことに

より、相互作用や副作用を未然に防止すること、医療費の抑制に貢献することなどを目

的としています。�

分かりにくい点もあるかと思いますが、十分理解いただけるよう、

説明や案内をします。�

　ご協力をよろしくお願いします。�

☆具体的にはこんな形になります。�

新しいカードはここが赤色です�
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飯
田
市
立
病
院�

特
別
初
診
料
1
、0
5
0
円�

　
飯
田
市
立
病
院
で
は
、
４
月

１
日
よ
り
初
診
と
し
て
診
察
さ

れ
る
方
か
ら
、
初
診
料
と
は
別

に
１
０
５
０
円
の
特
別
初
診
料

を
、
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、
当
院
が
進
め
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を

さ
ら
に
進
め
、
病
院
・
診
療
所

の
役
割
分
担
を
促
進
す
る
と
共

に
、
紹
介
状
の
有
無
に
よ
り
負

担
金
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
不
公
平
感
を
是
正
す
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。�

　
な
お
、
こ
の
特
別
初
診
料
は

他
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
状
を

持
参
し
た
方
や
、
夜
間
・
休
日

等
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
、
紹
介
状
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
方
か
ら
は
い
た
だ
き
ま
せ

ん
。�

　
こ
の
他
、
国
の
公
費
負
担
医

療
制
度
や
、
次
に
示
す
県
単
独

医
療
費
給
付
事
業
の
受
給
者
か

ら
も
特
別
初
診
料
を
い
た
だ
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
は
保
険
証

と
共
に
「
受
給
者
証
」
を
病
院
窓

口
で
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

○
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医

　
療
費
給
付
事
業
�

○
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
�

○
遷
延
性
意
識
障
害
者
医
療
費

　
給
付
事
業
�

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
医
療
費
給

　
付
事
業
�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
立
病
院
�

　
1（
２
１
）
１
２
５
５
�

寮
生
募
集�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
ぶ
講
座�

　
長
野
県
の
高
校
出
身
者
（
男

子
）
で
、
今
年
首
都
圏
の
４
年

制
大
学
、
４
年
制
専
門
学
校
に

入
学
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対

象
に
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
寮
の
名
称
　
7
信
州
学
生
協

　
会
　
信
濃
寮
�

▼
所
在
地
�

　
東
京
都
小
金
井
市
東
町
�

　
３
―
１７
―
４３
　Ｊ
Ｒ
中
央
線
東

　
小
金
井
駅
南
口
か
ら
徒
歩
８
分
�

▼
入
寮
金
　
４
万
円
�

▼
毎
月
の
寮
費
（
生
活
費
）�

　
４
万
円
程
度
（
部
屋
代
、
朝
・

　
夕
食
代
、
電
気
・
水
道
代
等

　
共
用
費
の
全
て
を
含
む
）�

▼
定
員
　
７１
人
（
個
室
）�

▼
募
集
人
数
　
約
２０
人
�

▼
申
込
締
切
　
３
月
１５
日
f
�

▼
申
込
方
法
�

　
所
定
の
入
寮
願
書
に
必
要
書

　
類
を
添
え
て
、
信
濃
寮
宛
に

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。�

▼
願
書
請
求
先
・
問
合
せ
�

　
〒
１
８
４
―
０
０
１
１
�

　
東
京
都
小
金
井
市
東
町
�

　
３
―
１７
―
４３
　
信
州
学
生
協

　
会
信
濃
寮
（
幹
事
会
）�

　
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　
０
４
２
２
（
３
２
）
５
４
７
９
�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
�

　http://w
w
w
2.to/shinano

　
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
い
っ

し
ょ
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
３
月
１２
日
c
�

　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
�

▼
講
師
�

　
日
本
精
神
技
術
研
究
所
心
理

　
臨
床
セ
ン
タ
ー
�

　
佐
々
木
陽
子
氏
�

▼
託
児
　
１
人
３
０
０
円
�

　（
お
や
つ
代
込
み
）
要
申
込
�

▼
託
児
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
市
公
民
館
�

　
1（
２
２
）
１
１
３
２
�

このほか、景気や雇用情勢が大変厳しいことから、森林資
源の有効活用によって域内発型産業の振興に力を入れていき
ます。�
環境の世紀といわれる時代、改めて森林のもつ役割を見直し、

山づくりへの市民参加を推進するとともに、積極的な森林整
備と地域資源の利活用を図って参ります。ご理解、ご協力を
お願いします。� ■問合せ　林務課　1（22）4511　内線3531

松くい虫対策事業を見直します�松くい虫対策事業を見直します�
　松くい虫対策事業は、昭和61年より国・県の補助を含めて、約18億余の経費を投じて実施して�
きましたが、効果が十分でないことや、近年マツ材の需要が見込まれないことから事業の見直しを行います。�

○キノコの生産林、景観上重要な松林、危険木など、必要性の高い地域に重点化します。�
○3月末をもって松林監視員制度を廃止します。�
○現在の松林を他の樹種に転換する補助事業を推進して　
　いきます。�
○里山を舞台とした市民の皆さんの体験と交流の森づく　
　りなどに対して、支援をしていきます。�

小中学生の参加による自然観察学習会�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

開
催
し
ま
す
。�

▼
学
習
日
時
　
３
月
２０
日
d
〜

　
３
月
３１
日
a
の
う
ち
６
日
間
�

○
小
学
生
１
・
２
・
３
・
４
年
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
�

○
小
学
生
５
・
６
年
�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時
３０
分
�

○
中
学
生
�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
会
場
　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

　
ク
プ
ラ
ザ
、
上
郷
公
民
館
�

▼
費
用
・
科
目
�

○
小
学
生
　
４
、
５
０
０
円
�

　
国
語
、
算
数
�

○
中
学
生
　
６
、
０
０
０
円
�

　
国
語
、
数
学
、
英
語
�

▼
申
込
締
切
　
３
月
１０
日
a
　
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
�

　
1（
５
２
）
１
５
３
５
�

▼
対
象
�

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方
�

▼
定
員
　
２５
人
�

▼
内
容
　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
９８
、

　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
�

▼
期
間
�

　
４
月
６
日
〜
８
月
ま
で
の
毎

　
週
土
曜
日
　
全
１６
回
�

　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

▼
場
所
　
飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
専
門
学
校
（
松
尾
明
）�

▼
受
講
料
　
１
万
６
千
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

▼
申
込
方
法
�

　
３
月
２０
日
d
ま
で
に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

　
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係
�

　
内
線
５
３
８
２
�

　
録
音
図
書
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
で
す
。�

▼
講
座
期
間
・
日
程
�

　
４
月
〜
来
年
３
月
（
１２
回
）�

　
毎
月
第
２
日
曜
日
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
�

▼
申
込
条
件
�

○
１２
回
す
べ
て
受
講
可
能
な
方
�

○
専
用
録
音
機
・
マ
イ
ク
を
用

　
意
で
き
る
方
�

○
６５
歳
以
下
の
方
�

▼
申
込
方
法
�

　
４
月
５
日
f
ま
で
に
電
話
で

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
説
明
会
を
４
月
１４
日
a
午
前

　
１０
時
か
ら
行
い
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

春
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室�

朗
読
・
校
正�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座�

　
飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
お

よ
び
長
野
地
方
法
務
局
で
は
、特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
３
月
１３
日
d
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
上
郷
公
民
館
�

▼
相
談
委
員
　
後
藤
好
男
氏
�

　
須
田
知
世
子
氏
�

▼
問
合
せ
　
長
野
地
方
法
務
局
�

　
飯
田
支
局
�

　
1（
２
２
）
０
０
１
４
�

特
設
人
権
相
談
所�

　
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

で
は
、
不
動
産
全
般
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
４
月
２
日
c
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
２
階
�

　
２
０
１
号
会
議
室
�

▼
後
援
　
国
土
交
通
省
・
長
野
県
�

▼
問
合
せ
　
6
長
野
県
不
動
産

　
鑑
定
士
協
会
�

　
1
０
２
６（
２
２
５
）５
２
２
８
�

不
動
産
評
価
等
の�

無
料
相
談
会�

�

3月の納税�

税目�

納期�

国民健康保険税�
（3月分）�

4月1日（月）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

福祉よろず相談�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

３月１５日（金）�
１３：３０～１５：３０�

３月８日（金）�
１３:００～１７:００�
３月８日（金）�
３月１８日（月）�
３月２８日（木）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
３月１２日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

３月１２日（火）�
１３:３０～１６:００�

３月２３日（土）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

鼎 公 民 館 �
２ 階 �
さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線  ５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

福 祉 研 究 会 �
1５２-２５２１�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�
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●主　　催　現代の創造展実行委員会・飯田市美術博物館�
●開館時間　午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休 館 日　3月4日（月）・11日（月）・18日（月）・22日（金）�
●観 覧 料 一　般  310円（210円）　高校生 200円（150円）、�
　　　　　　小中学生  100円（80円）　※（ ）内は20人以上の団体�

3月3日（日）～3月24日（日）�展示期間�

釈迦涅槃像�
（しゃかねはんぞう）�

座光寺2638　元善光寺�

飯田市指定文化財（彫刻）�

像長155ｃｍ。江戸前期の作と推定される。�

日　　時　3月24日(日)　10：30～15：00�
場　　所　飯田人形劇場・飯田文化会館�
出　　演　人形劇団ののはな（福岡県）�
　　　　　「いいものみーつけた／赤ずきんちゃん」�
　　　　　人形劇団やまんば（松本市）「みがって村の消えたもち」�
　　　　　人形劇団赤とんぼ（諏訪市）「はだかの王様」�
チケット　1,000円〈下記プレイガイドで発売中〉�
　　　　　平安堂新飯田店・飯田駅前店・座光寺店／飯田子ども劇場�
　　　　　飯田中央図書館／飯田市内各公民館／飯田文化会館�

日　　時　　3月25日（月）　開場18:00  開演18:30�
場　　所　　飯田文化会館ホール�
チケット　　全席指定4,200円（当日4,725円）�
プレイガイド　　　平安堂新飯田店・飯田駅前店・座光寺店／飯田サティ�
　　　　　　ジャスコ飯田店／アピタ高森店／メロディ�
　　　　　　飯田市勤労青少年ホーム／飯田文化会館�

　現代の創造展は、飯田・下伊那地域の芸術文化の発展を目
指し、昨年から開設された展覧会です。現代の創造展実行委
員会が選んだ飯伊地区在住または出身の現存作家の作品が出
品されます。�
　日本画・洋画・版画・彫刻・工芸・書の部門の作品が並
び、飯田・下伊那地区の現在の美術の状況が浮かび上がる展
覧会です。�

第 2回　現代の創造展 第2回　現代の創造展 

春休み人形劇まつり�

花　花コンサート�花　花コンサート�花　花コンサート�花　花コンサート�

－飯伊の作家による－�－飯伊の作家による－�

花　花tour2002“spice”�花　花tour2002“spice”�花　花tour2002“spice”�●
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